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「我が国における新たな多剤耐性菌の実態調査」の

調査結果について

平成 22年 9月 15日‐から12月 28日まで実施した、「我が国における新たな多剤耐性菌
の実態調査」の結果がまと却奥 本日、別添の通り都道府県等ほ情報提供いたしましたので、

ご報告いたします。

また、NDM-1型落 口・ βず珍ウマーゼ産生の多剤耐性肺炎禅菌が検出されましたので、
併せてご報告いたします:(本調査における2例日、国内での報告例としてはこ例日)

口事務連絡「我が国における新たな多剤耐性菌の実態調査」の結果について

(別紙 :「我が国における新たな多剤耐性菌の実態調査」結果) .
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「我が国における新たな多剤耐性菌の実態調査」の結果について

感染症対策の推進につきましては、日頃より多大なご協力を賜り厚くお礼申し上

げます。

標記の調査については、「我が国における新たな多剤耐性菌の実態調査等につい

て (依頼)」 (平成 22年 9月 10日健感発0910第 1号通知)により、貴管下医
療施設に協力を依頼し、平成 22年 9月 15日 から平成 22年 12月 28日 まで実
施したところです。調査の周知等、ご協力をいただきましてありがとうございまし

た。今般、その結果を取りまとめ、別紙の通り公表いたしますので、お知らせいた

します。

なお、腸内細菌科の多剤耐性菌による集団感染が疑われ菌株の遺伝的関連性や耐

性遺伝子の型などが不明であるなど、詳しい解析が必要である場合には、引き続き、

国立感染症研究所に相談することができますので、地方衛生研究所及び貴管下医療

施設への周知方、よろしくお願いいたします6

引き続き、医療機関における院内感染対策が、
′「良質な医療を提供する体制の確

立を図るための医療法等の一部を改正する法律の一部の施行について」 (平成 19
年 3月 30日 医政発第033010号 医政局長通知)等に基づき、適切に行われる
よう、感染症対策主管課と院内感染対策主管課との連携を図つていただくよう、よ

ろしくお願いいたします。



「我が国における新たな多剤耐性菌の実態調査」結果

2011年 1月 21日

●目的

これまで、NDM-1や KPC型のカルバペネマーゼを産生する多剤耐性菌は、海外

で感染が拡大していることが報告されてきたが、国内においても、医療機関に入

院していた患者においてこの種の多剤耐性菌の感染や保菌事例が確認されたため、

国内‐での実態を明らかにし、医療関係者や国民に情報提供を行うとともに、今後

の耐性菌対策に役立てることを目的として、調査を実施した。

●調査方法

医療機関の診療において、腸内細菌科 (注 1)の多剤耐性菌 (注 2)が確認さ
れた場合には、国立感染症研究所に菌体を送付しt国立感染症研究所において、

耐性の原因 (注 3)について解析を実施した。

注 1:腸内細菌科の組菌とは、大腸菌、肺炎拝菌、セラチア、エンテロパクター等の菌の総称。

注2:カ ルバペネム系を含む広域β―ラクタム系、ラルオロキノロン系、アミノ配糖体系の 3系

統の抗菌薬に対し広範な耐性を示す株を調査対象とした。

注 3:NDM-1型メタ甲―β―ラクタマーゼ産生型、KPC型カルバペネマーゼ産生型、IMP-1型メタローβ―

ラクタマーゼ岸年型、IMP=2型メタロ
ーβ―ラクタマ=ゼ産生型、VIM=2型 メタロ

ーβ―ラクタマーゼ

の 5種類の型について遺伝子の有無」

●調査期間

平成 22年 9月 15日 から12月 28日

●調査結果

(1)受 け入れ菌株数

※ 1人の患者について複数の菌株を受け入れた場合があるため、患者数とは一致しない。



(2)耐性遺伝子解析結果
① 総計

※ すべて陰性という結果は、NDM-1、 KPC、 IMP-1、
子がすべて陰性であつた株を示します。

I‖P-2、 VIM-2の 5種類の耐性遺伝.

すべて陰性
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③ 都道府県別

調査期間中に、31都道府県よ り菌株が送付された。

北海道 1 | 2

岩手県 1 1

群馬県 1 1 2

埼玉県 1 2 3

千葉県 4 4 8

東京都 16 8 24

神奈川県 6 4 10

富山県 1 1

長野県 1 1    :    2

岐阜県 3 3

静岡県 1 1

愛知県 2 6 8

二重県 1 1

京都府 1

大阪府 9 2 13 24

兵庫県 10 8 18

奈良県 4 4

和歌山県 2 2

岡山県 1 1

広島県 2 2

徳島県 2 2

香川県
う
０ 3

愛媛県 1 1

高知県 9 2

福岡県 4 1 5

佐賀県 2 12

宮崎県 1 1 2

鹿児島県 1

沖縄県 8 8
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【参考】         ヽ

NDM-1型メタローβ―ラクタマーゼ産生菌 (第2例 )の詳細について

(検査結果 )

・菌種 :肺炎拝菌 (焔めま磁a″θあη力の
口国立感染症研究所におけるPCR検査等遺伝子解析の結果:NDM‐1型

(背景 )

・埼玉県内の医療機関に、消化管出血の治療のため入院した80代女性患者の、10月 中

旬に採取した尿の検体から検出されました。尿には白血球増加がみられ、膀眺炎等の

尿路感染症を併発していたものと考えられます。

・患者の症状は軽快し、10月 下旬に退院となりました。(なお、その後、別の疾患に罹患さ

れ、お亡くなりになりました。)

・患者には、最近の海外渡航歴はありません。

・入院中の他の患者からは、同様の多剤耐性肺炎拝菌は検出されておりません。

※12月 下旬に国立感染症研究所に連絡があり、菌株の送礎 受け分析した結果、本日

(1月 21日 )結課:が確定しました。

※本調査におけるNDM-1型メタロ
「
βず移「タマーゼ産生菌の報告としては2例日、国内で

の報告例としては3例日です。


